
たいせつなあなた 創世記創世記創世記創世記

そうせいき

２２２２：：：：４４４４～～～～７７７７    

      こんにちは、つうドッグだワン！  

      オラは創世記

そうせいき

もソーセージも大好

だ い す

き！ 

      今 週

こんしゅう

は「神さまがあなたをつくったから、 

      あなたは神さまにとって大切

たいせつ

なのです」 

      っていうテーマでディボーションするワン！ 

   「ワン」ポイントアドバイス・・・ 

   創世記１章には、世界

せ か い

と人間

にんげん

が６日間

かん

で造られるようすが書かれています。 

   ２章には、特

とく

に神 さまが人間を造られたようすが、もう一度

い ち ど

くわしく書かれています。 

 

 

（（（（            月月月月            日日日日    ））））    

□ 創世記２：１～３ 

  全

すべ

てのものが完

かん

成

せい

して、神さまは、７日めを聖

せい

なる日として祝 福

しゅくふく

されました。 その日、

神さまは何をされましたか？ 

    

    

    

    

（（（（            月月月月            日日日日    ））））    

□ 創世記

そ う せ い き

２：４～８ 神さまが造ってくださった！ 

（   ）に正しいことばを入れてね。 

（   ）である主は、（     ）で人を形 造

かたちづく

り、 

その鼻

はな

に（      ）を吹

ふ

き込

こ

まれた。そこで、人は、生

い

きものとなった。 

 

     わたしたち人間は、神さまに造られたんだね。 創り主である神さまをほめたたえよ 

う！ 

 

 

（（（（            月月月月            日日日日    ））））    

□ イザヤ書

し ょ

４３：１～２ 恐れるな、あなたはわたしのもの 

神さまが、わたしたちを造ってくださったのだから、わたしたちは、神さまのものです。 

だから神さまが、いつもわたしたちを大切

たいせつ

にしてくださるのです。 神さまは、「恐

おそ

れる

な、あなたはわたしのもの」と言ってくださいます。 だから、あなたは何も心配

しんぱい

しな

くて大丈夫

だいじょうぶ

なのです。   

 

あなたは今、何かを恐

おそ

れていませんか？ 「あなたはわたしのもの」と言ってくださる

神さまが、守

まも

ってくださることを信じてお祈りしよう。 

 

 



何でもカ・キ・コ！ディボーションをして思ったこと・決心したこと、学校やお家であった楽

しかったこと・悲しかったこと・・・など何でもカキコもう！先生にも見せて、ひとこと書い

てもらおう！ 

 

 

 

 

 

（（（（            月月月月        日日日日    ））））    

□ イザヤ書

し ょ

４３：３～４ 神さまに愛されてる！ 

神さまは、あなたのことを「高価

こ う か

で大切

たいせつ

」と言ってくださいます・・・ 

それって、どういう意味

い み

？正しいと思うものに○をしてください 

（  ） 勉 強

べんきょう

やスポーツがよくできるイイ子は大切 

（  ） 神さまが造

つく

ったんだから、だれでもひとりひとりが大切 

（  ） １００万円

まんえん

のダイヤモンドと同

おな

じくらい大切 

（  ） 神さまのひとり子であるイエスさまの 命

いのち

よりも、あなたのことが大切 

 

 

（（（（            月月月月            日日日日    ））））    

□ イザヤ書

し ょ

４３：５～７  わたしの栄光

えいこう

のために 

  「栄光

えいこう

」とは、「神さまのすばらしさ」のことです。 あなたは、神さまのすばらしさを

あらわすために造

つく

られたのです。 あなたが生

い

きているということだけで、神さまのす

ばらしさがあらわれているのです。 そのことを、自分

じ ぶ ん

のコトバで、下の□に書き入

れましょう。 

 

 

 わ た し は ために生きています！  

 

 

 

 

（（（（            月月月月            日日日日    ））））    

□ エペソ人への手紙

て が み

２：１０ 神さまの作品 

（  ）に正しいことばを入れてね。 

私たちは（      ）であって、 （      ）をするために 

（          ）にあって造られたのです。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


